
23　「亡国の音」をめぐって

「
亡
国
の
音
」
を
め
ぐ
っ
て

石
　
黒
　
吉
次
郎

　
一
　「
亡
国
の
音
」
の
源
流

　

い
わ
ゆ
る
「
亡
国
の
音
」
に
つ
い
て
は
、『
続
古
事
談
』
巻
二
・
二
三
話
に
有
名
な
話
が
あ
る
。

　

妙
音
院
大
相
国
禅
門
云
、「
舞
を
見
、
歌
を
聞
て
、
国
の
治
乱
を
知
は
、
漢
家
の
つ
ね
の
な
ら
ひ
な
り
。
然
を
世
間
に
白
拍
子
と

い
ふ
舞
あ
り
。
そ
の
声
を
聞
ば
、
五
音
の
中
に
は
こ
れ
商
の
音
也
。
こ
の
音
は
亡
国
の
音
也
。
舞
の
す
が
た
を
見
れ
ば
、
た
ち
ま
は

り
て
空
を
仰
て
た
て
り
。
そ
の
す
が
た
、
は
な
は
だ
物
思
す
が
た
な
り
。
詠
曲
、
身
体
、
と
も
に
不
快
の
舞
な
り
」
と
ぞ
の
た
ま
ひ

け
る（

（
（

。

　

妙
音
院
こ
と
藤
原
師
長
（
一
一
三
八
～
九
二
）
は
左
大
臣
藤
原
頼
長
の
子
息
で
、
琵
琶
の
名
手
、
音
楽
の
大
家
で
あ
っ
た
が
、
当
時
流

行
の
女
性
芸
能
者
白
拍
子
の
歌
舞
を
観
て
、
そ
の
商
の
音
に
亡
国
の
響
き
を
感
じ
、
舞
っ
て
は
物
思
い
気
に
立
つ
姿
に
、
こ
れ
も
不
吉
な

印
象
を
持
っ
た
ら
し
い
。
彼
に
と
っ
て
白
拍
子
は
音
曲
、
舞
姿
と
も
に
不
愉
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。
商
の
音
は
、
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽

の
五ご

音い
ん

と
い
う
音
程
の
う
ち
の
一
つ
で
、『
雅
楽
事
典
』（
音
楽
之
友
社
）「
商
」
に
よ
れ
ば
、
基
音
（
宮
）
よ
り
二
律
（
長
二
度
）
上
の

音
で
、
例
え
ば
壱
越
調
（
Ｄ
音
、
レ
音
）
を
基
音
と
す
れ
ば
、
平
調
（
Ｅ
音
）
が
商
と
な
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ミ
の
音
で
あ
る
。「
亡

国
の
音
」
の
概
念
は
中
国
伝
来
の
も
の
で
、
こ
れ
が
師
長
に
も
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
『
礼
記
』
と
『
詩
経
』（
毛
詩
）

の
二
著
が
原
典
と
し
知
ら
れ
て
き
た
。『
礼
記
』
楽
記
桑
間
濮
に
、

　

宮
為
君
、
商
為
臣
、
角
為
民
、
徴
為
事
、
羽
為
物
。
五
音
不
乱
。
則
無
怗
𢡛
之
音
矣
。
宮
乱
則
荒
、
其
君
驕
。
鄭
衛
之
書
、
乱
世
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之
音
也
。
…
桑
間
濮
上
音
、
亡
国
之
音
也（

2
（

。

と
あ
り
、
宮
は
君
、
商
は
臣
、
角
は
民
、
徴
は
事
、
羽
は
物
に
当
た
り
、
五
音
が
乱
れ
な
い
こ
と
は
、
天
下
国
家
が
乱
れ
な
い
こ
と
で
も

あ
っ
た
。
そ
し
て
宮
が
乱
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
君
が
驕
り
高
ぶ
る
こ
と
で
あ
り
、
乱
世
の
音
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
「
亡
国
の
音
」
の
ほ
か
、「
乱
世
の
音
」
が
見
え
る
が
、『
詩
経
』
周
南
関
睢
話
訓
伝
第
一
に
は
、

　

故
永
二

歌
之
一

。
永
二

歌
之
一

不
レ

足
。
不
レ

知
二

手
之
舞
レ

之
。
足
之
蹈
レ

之
一

也
。
情
発
二

於
声
一

。
声
成
レ

文
。
謂
二

之
音
一

。（
鄭
注　

発

猶
レ

見
也
。
声
謂
二

宮
商
角
徴
羽
一

也
。
声
成
レ

文
者
。
宮
商
上
下
相
応
。）
治
世
之
音
。
安
以
楽
。
其
政
和
。
乱
世
之
音
。
怨
以
怒
。

其
政
乖
。
亡
国
之
音
。
哀
以
思
。
其
民
困
。
故
正
二

得
失
一

。
動
二

天
地
一

。
感
二

鬼
神
一

。
寞
レ

近
二

於
詩
一

。
先
王
以
レ

是
経
二

夫
婦
一

。

成
二

孝
敬
一

。
厚
二

人
倫
一

。
美
二

教
化
一

。
移
二

風
俗（

3
（

一

。

と
あ
っ
て
、
歌
謡
に
「
治
世
の
音
」「
乱
世
の
音
」「
亡
国
の
音
」
の
三
種
が
あ
る
と
す
る
。「
治
世
の
音
」
は
安
ら
か
で
、
そ
こ
に
楽
し

み
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
政
治
が
和
合
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
乱
世
の
音
」
は
怨
み
ゆ
え
に
怒
り
が

あ
る
も
の
で
、
政
治
に
お
い
て
対
立
す
る
者
が
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
「
亡
国
の
音
」
は
哀
れ
と
い
う
感
慨
や
物
思
い
の
あ
る
音
で
、

人
民
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
、
と
い
う
内
容
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
歌
謡
観
が
妙
音
院
師
長
等
に
お
い
て
、
日
本
的

に
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
大
漢
和
辞
典
』
を
参
照
す
る
と
、
さ
す
が
に
中
国
の
歴
史
を
反
映
し
て
「
亡
国
」
に
関
す
る
語
句
は
多
い
が
、「
亡
国
之
音
」
に
つ
い

て
は
、「
滅
び
た
国
の
音
楽
。
又
、
国
を
亡
ぼ
す
や
う
な
音
楽
。
淫
靡
な
音
楽
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
右
記
の
『
礼
記
』『
詩
経
』
等
か

ら
の
引
用
が
あ
る
。「
亡
国
之
声
」
に
つ
い
て
は
、「
淫
靡
な
音
楽
」
と
い
う
説
明
と
と
も
に
、『
韓
非
子
』
十
過
・『
史
記
』
楽
書
等
か
ら

の
引
用
が
あ
る
。
貞
保
親
王
の
『
新
撰
横
笛
』
の
序
に
も
、
笛
を
も
っ
て
「
淫
邪
を
蕩
し
、
雅
正
に
納
る
る
」
と
あ
り
、
音
楽
は
も
と
も

と
淫
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
漢
の
『
白
虎
通
義
』
巻
三
・
礼
楽
に
も
、「
楽
所
以
蕩
滌
、
反
其
邪
悪
也
、
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礼
所
以
防
淫
泆
、
節
其
侈
靡
也
」
と
し
、『
周
礼
』
大
司
徒
か
ら
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
中
国
に
お
い
て
も
「
亡
国
の
音
」
は
、
そ
の
後
具
体
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
宋
の
王
溥
撰
の
『
唐
会
要
』
巻
三
十
二
・
雅
楽

上
に
、

　

高
祖
受
禅
、
軍
国
多
務
、
未
遑
改
創
楽
府
、
尙
用
隋
氏
旧
文
、
武
徳
九
年
正
月
十
日
、
始
命
太
常
少
卿
祖
孝
孫
、
考
正
雅
楽
、
至

貞
観
二
年
六
月
十
日
、
楽
成
、
奏
之
、
太
宗
謂
侍
臣
曰
、
礼
楽
之
作
、
蓋
聖
人
緣
物
設
教
、
以
為
撙
節
、
治
之
隆
替
、
豈
此
之
由
、

御
史
大
夫
杜
淹
対
曰
、
前
代
興
亡
、
実
由
於
楽
、
陳
之
将
亡
也
、
為
玉
樹
後
庭
花
、
斉
之
将
亡
也
、
而
為
伴
侶
曲
、
行
路
聞
之
、
寞

不
悲
泣
。
所
謂
亡
国
之
音
也
、
以
是
観
之
、
蓋
楽
之
由
也（

4
（

と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
国
の
興
亡
は
楽
に
よ
っ
て
き
た
。
陳
は
楽
の
た
め
に
滅
ん
だ
。
玉
樹
後
庭
花
と
い
う
楽
曲
の
た
め
で
あ
っ
た
。
斉
が

滅
ん
だ
の
は
伴
侶
曲
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
曲
は
聞
く
に
泣
き
悲
し
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
哀
音
の
た
め
に
亡
国
の
音
と
な
っ
た

の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
楽
は
国
の
運
命
を
左
右
す
る
重
大
な
事
柄
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
日
本
の
雅
楽
に
お
い
て
は

大
神
基
政
の
『
龍
鳴
抄
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
狛
近
真
の
『
教
訓
抄
』
巻
三
・
玉
樹
後
庭
花
に
、
こ
の
箇
所
を
引
用
す
る
形
で
載
せ
ら
れ

て
お
り
、
影
響
を
与
え
た
。
近
真
の
孫
に
当
た
る
狛
朝
葛
の
楽
書
『
続
教
訓
抄
』
第
三
冊
・
玉
樹
後
庭
花
に
も
、
右
の
『
唐
会
要
』
を
引

用
す
る
ほ
か
、
九
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
通
典
』
に
よ
っ
て
、

　

通
典
ニ
云
、
…
御
史
大
夫
杜
淹
対
云
、
前
代
ノ
興
亡
、
実
ニ
楽
ニ
由
ル
、
陳
ノ
時
、
亡
ナ
ム
ト
セ
シ
時
、
玉
樹
後
庭
花
ヲ
為
ル
也
、

斉
ノ
将
（
？
）
ニ
亡
ナ
ム
ト
セ
シ
時
、
伴
侶
ノ
曲
ヲ
為
ル
也
、
行
路
コ
レ
ヲ
キ
ヽ
テ
、
悲
泣
セ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
、
所
謂
亡
国
ノ
音

也
、
…
太
宗
云
、
世
ノ
治
乱
ハ
楽
ノ
声
ニ
ヨ
ル
ヤ
、
御
史
大
夫
杜
淹
答
テ
申
ク
、
世
ノ
興
亡
ノ
事
、
楽
ニ
ヨ
ル
事
ア
リ
、
陳
ノ
世
亡

ナ
ン
ト
シ
テ
、
玉
樹
後
庭
ノ
楽
ヲ
奏
ス
、
斉
ノ
世
又
亡
ナ
ン
ト
シ
テ
伴
侶
ノ
曲
ヲ
ナ
ス
、
行
人
コ
レ
ヲ
聞
テ
悲
泣
セ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
、

所
謂
亡
国
ノ
声
ナ
ル
ベ
シ（

5
（
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と
わ
か
り
や
す
く
述
べ
て
い
る
。
ま
た
同
書
で
は
『
貞
観
政
要
』
第
七
を
引
用
し
て
、
玉
樹
後
庭
花
が
亡
国
の
音
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、

こ
の
説
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
七
に
「
玉
樹
後
庭
花
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
陳
の
第
五
代
の
天
子
後
主
（
五
五
三
～
六
〇
四
）
の
七
言
楽
府
形
式

の
詩
で
、
宮
女
の
美
し
い
姿
態
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
細
田
三
喜
夫
編
『
中
国
名
詩
鑑
賞
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十
二
年
）

の
「
玉
樹
後
庭
花
」
の
解
説
に
は
、
後
主
は
亡
国
の
君
主
で
、
享
楽
的
な
生
活
に
よ
っ
て
国
を
亡
ぼ
し
た
。
き
わ
め
て
哀
切
た
る
曲
調
を

作
り
好
ん
だ
と
あ
り
、
藤
原
師
長
に
よ
る
白
拍
子
評
に
は
、
こ
う
し
た
中
国
の
言
説
か
ら
の
影
響
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
中
巌
円
月
の

『
東
海
一
漚
集
』
の
「
鞆
津
」
に
、
備
後
の
港
鞆
の
浦
の
活
気
を
伝
え
て
、「
遊
妓
不
知
亡
国
事　

声
声
奏
曲
泛
籣
舟
」
と
あ
る
の
も
、
中

国
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
唐
会
要
』
で
は
、
さ
ら
に
太
宗
が
、

不
然
、
夫
音
声
感
人
、
自
然
之
道
也
、
故
歓
者
聞
之
、
則
悦
、
憂
者
聴
之
則
悲
、
悲
悦
之
情
、
在
於
人
心
、
非
由
楽
也
、
将
亡
之
政
、

其
民
必
苦
、
然
苦
心
所
感
、
故
聞
之
則
悲
耳
、
豈
楽
声
哀
怨
、
能
使
悦
者
悲
乎
、
今
玉
樹
後
庭
花
、
伴
侶
之
曲
、
其
声
倶
存
、
朕
当

為
公
奏
之
、
知
公
必
不
悲
矣

と
言
っ
て
、
音
楽
は
人
間
に
と
っ
て
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
喜
び
の
あ
る
者
は
こ
れ
を
聞
い
て
喜
び
、
悲
し
み
の
あ
る
者
は
こ
れ

を
聞
い
て
悲
し
む
も
の
で
あ
る
。
人
の
心
に
よ
る
も
の
で
、
曲
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
政
治
が
滅
び
る
場
合
、
民
は
苦
し
み
、
そ
れ
で

音
楽
を
聞
く
と
悲
し
く
な
る
も
の
で
、
音
楽
に
哀
れ
や
怨
み
の
音
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
は
玉
樹
後
庭
花
と
伴
侶
の
曲
を
公
に
奏

し
て
、
悲
し
み
の
音
楽
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
る
と
し
た
。
こ
れ
は
伝
統
的
な
呪
術
的
音
楽
観
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
尚
書
右
丞
の
巍
徴
が
進
み
出
て
、
古
人
は
楽
は
人
を
和
す
も
の
で
、
音
調
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
言
っ
た
と
し
て
、

…
而
作
大
唐
雅
楽
、
以
十
二
律
各
順
其
月
、
施
相
為
宮
、
按
礼
記
、
大
楽
与
天
地
同
和
、
故
制
十
二
和
之
楽
、
合
三
十
二
曲
、
八
十
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有
調

と
し
て
、
大
掛
か
り
な
音
楽
は
天
地
を
和
す
る
も
の
だ
と
い
う
『
礼
記
』
を
引
用
し
て
、
十
二
律
を
各
月
に
当
て
は
め
て
、
天
下
を
安
泰

な
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
音
楽
を
別
の
面
で
呪
術
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
中
国
の
音
楽
論
は
宇
宙
の
秩
序
観

と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
律
は
一
オ
ク
タ
ー
ブ
を
十
二
に
分
け
た
も
の
で
、
宮
商
角
徴
羽
の
五
音
が
基
礎
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
『
通
典
』
楽
に
も
政
治
と
音
楽
と
の
関
わ
り
の
思
想
が
見
え
る
。「
夫
音
生
於
人
心
、
心
惨
則
音
哀
、
心
舒
則
音
和
」
と
し
、
歴
代
の
王

朝
に
お
け
る
音
楽
政
策
を
述
べ
る
が
、
周
の
時
代
、
建
国
時
に
淫
声
・
過
声
・
凶
声
・
慢
声
を
禁
じ
た
。
淫
声
は
鄭
衛
の
音
楽
の
よ
う
な

も
の
、
過
声
は
失
哀
楽
の
節
、
凶
声
は
「
亡
国
の
音
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
慢
声
は
侮
慢
不
恭
を
い
う
と
あ
る
。
ま
た
太
宗
の
御
史

大
夫
と
の
問
答
も
見
え
て
お
り
、
玉
樹
後
庭
花
で
陳
が
亡
び
、
伴
侶
曲
で
斉
が
亡
び
、
と
も
に
亡
国
の
音
で
あ
る
が
、
自
分
は
こ
れ
ら
が

悲
し
み
の
音
楽
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
る
と
し
て
い
る
。『
史
記
』
巻
三
・
殷
本
紀
に
は
、
殷
の
紂
王
が
好
酒
淫
楽
を
し
、
婦
人
妲

己
を
愛
し
て
、
新
淫
声
・
北
里
之
舞
・
靡
靡
之
楽
を
な
さ
し
め
、
身
を
滅
ぼ
し
た
と
あ
り
、「
亡
国
の
音
」
は
こ
う
し
た
こ
と
と
も
関
係

す
る
。
ま
た
『
論
語
』
衛
霊
公
に
も
「
鄭
声
淫
」
と
あ
り
、
鄭
の
音
曲
は
淫
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
中
国
で
は
、
音
楽
は
国
家
の
興
亡
に
関
わ
る
よ
う
な
重
大
な
こ
と
と
し
て
認
識
さ
れ
た
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
い

て
は
む
し
ろ
和
歌
が
国
家
と
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
た
。
勅
撰
和
歌
集
の
編
纂
の
目
的
が
そ
れ
で
あ
り
、『
古
今
和
歌
集
』
仮

名
序
・
真
名
序
に
『
詩
経
』
大
序
の
影
響
が
あ
る
こ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
音
楽
が
中
国
の
政
治
思
想
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の

に
対
し
、
日
本
に
お
け
る
和
歌
は
、
政
治
と
は
結
び
つ
く
も
の
の
、
政
治
思
想
の
理
論
と
し
て
は
さ
ほ
ど
発
達
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
も
「
亡
国
の
音
」
が
日
本
の
思
想
の
中
で
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
成
立
の
豊
原
統
秋
著
『
体

源
鈔
』
巻
十
一
下
・
亡
国
音
事
に
は
、

平
調
之
音
ヲ
モ
テ
亡
国
ノ
音
ト
云
。
神
楽
ハ
本
ハ
平
調
也
ケ
ル
ヲ
亡
国
之
音
タ
ル
ユ
ヘ
ニ
後
ニ
一
越
調
ニ
ハ
ナ
サ
レ
タ
ト
ソ
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経
信
卿
説
ニ
云
ク
、
楽
ノ
面
白
ハ
国
ヲ
治
ス
ル
音
也
。
楽
ア
ワ
レ
ナ
ル
ハ
亡
国
ノ
音
也
。
国
主
ノ
御
政
ノ
善
悪
ニ
ヨ
リ
テ
此
音
ハ
出

来
ル
也
。
サ
レ
ハ
末
代
ニ
モ
此
音
ハ
ナ
ヲ
ア
ル
ヘ
キ
也
ト
云
（々
6
（

。

と
あ
っ
て
、
神
楽
は
も
と
平
調
（
Ｅ
音
、
ミ
音
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
亡
国
の
音
に
当
た
る
の
で
、
壱
越
調
（
Ｄ
音
、
レ
音
）
に
直
し

た
。
音
楽
に
も
秀
で
た
源
経
信
（
一
〇
一
六
～
九
七
）
は
、
音
楽
は
政
治
と
関
係
す
る
も
の
で
、
政
治
の
悪
さ
に
よ
っ
て
こ
の
音
が
生
じ

る
。
し
た
が
っ
て
末
代
に
も
こ
の
音
は
残
る
と
し
た
と
い
う
。

ま
た
『
体
源
鈔
』
は
こ
れ
に
続
け
て
、

管
絃
音
義
ニ
云
ク
、
一
切
ノ
音
楽
ハ
皆
是
治
国
治
民
ノ
タ
メ
ナ
リ
。
故
ニ
昔
聖
人
世
ニ
出
テ
管
ヲ
作
リ
、
絃
ヲ
作
テ
専
ラ
五
音
ヲ
調

テ
以
テ
国
之
五
行
ヲ
和
シ
、
シ
ハ
〳
〵
宮
商
ヲ
和
テ
以
テ
人
ノ
五
臓
ヲ
調
ル
ナ
リ
。

と
し
て
、『
管
絃
音
義
』（
一
一
八
五
年
成
立
）
を
引
用
し
な
が
ら
、
音
楽
に
よ
る
治
世
を
説
き
、
聖
人
が
管
絃
の
制
作
に
関
与
し
た
こ
と

を
述
べ
、
雅
楽
の
五
音
は
中
国
古
来
の
五
行
思
想
（
木
火
土
金
水
の
五
元
気
）
に
適
い
、
こ
れ
は
人
体
の
五
臓
の
調
整
に
も
役
立
つ
の
だ

と
い
う
。
大
宇
宙
と
小
宇
宙
を
扱
う
西
洋
の
中
世
哲
学
的
な
発
想
と
な
っ
て
い
る
。

　
二
　
日
本
に
お
け
る
「
亡
国
の
音
」

　

日
本
に
お
け
る
音
楽
と
政
治
の
関
わ
り
に
は
、
童わ
ざ

謡う
た

が
あ
る
。
童
謡
は
時
世
を
風
刺
し
た
り
、
世
の
異
変
の
前
兆
を
知
ら
し
め
た
り
す

る
も
の
で
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
二
年
（
六
四
三
）
十
月
に
、

　

蘇
我
臣
入
鹿
、
独
り
謀
り
て
、
上か
み
つ
み
や宮の
王み
こ
た
ち等
を
廃す

て
て
、
古
人
大
兄
を
立
て
て
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
と
せ
む
と
す
。
時
に
、
童
謡
有
り
て
曰
は
く
、

　
　

岩
の
上へ

に　

小
猿
来
焼
く　

米
だ
に
も　

食た

げ
て
通
ら
せ　

山か
ま

羊し
し

の
老お

翁
（
7
ぢ（�

（
原
漢
文
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
は
時
局
を
風
刺
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
・
三
十
八
話
・
災
と
善
と
の
表
相
先
づ
現
れ
て
、
後
に
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其
の
災
と
善
と
の
答
を
被
り
し
縁
に
、

　

夫
れ
善
と
悪
と
の
表
相
先
づ
現
れ
む
と
す
る
時
に
は
、
彼
の
前
厲
の
表
相
に
、
先
づ
兼
ね
て
物
の
形
を
作な

し
、
天
の
下
の
国
を
周め
ぐ

り
行
き
て
、
歌う

詠た

ひ
て
示
す
。
時
に
天
の
下
の
国く
に
び
と人
、
彼
の
歌う
た
こ
ゑ音
を
聞
き
、
出
て
詠
ひ
て
伝
通
す
云
々
と
い
へ
り（

8
（

。

と
あ
り
、
こ
れ
が
童
謡
の
予
兆
的
性
格
を
説
明
し
て
い
る
。
天
声
人
語
に
も
似
た
考
え
で
あ
る
。
現
在
で
も
流
行
歌
の
分
析
に
よ
っ
て
、

世
の
動
向
を
探
る
方
法
が
社
会
学
等
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
日
本
で
は
中
国
の
雅
楽
思
想
の
影
響
が
種
々
見
え
出
す
が
、
亡
国
の
音
楽
の
概
念
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
独
自
に
発
展
し
て
い
っ

た
。
先
に
妙
音
院
師
長
の
白
拍
子
に
対
す
る
亡
国
観
を
見
た
が
、
こ
れ
は
た
と
え
ば
源
義
経
の
愛
人
静
の
「
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
」
に
該

当
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
義
経
記
』
巻
六
の
「
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
」「
別
れ
の
白
拍
子
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
書
同
箇
所
の
静
若

宮
八
幡
宮
へ
参
詣
の
事
に
、あ
る
時
京
で
雨
乞
い
が
あ
り
、し
で
の
池
に
百
人
の
白
拍
子
を
召
し
て
舞
の
奉
納
と
な
っ
た
。九
十
九
人
舞
っ

た
が
、
ま
だ
降
雨
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
静
が
舞
っ
た
。

　

静
舞
ひ
た
り
け
る
に
、
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
と
い
ふ
白
拍
子
を
半
ら
ば
か
り
舞
ひ
た
り
し
に
、
み
こ
し
の
岳
、
愛
宕
山
の
方
よ
り

黒
き
雲
俄
か
に
出
で
来
て
、
洛
中
に
か
か
る
と
見
え
け
れ
ば（

9
（

、

と
あ
り
、
静
の
舞
で
と
う
と
う
雨
が
三
日
間
降
り
続
い
た
。
こ
の
「
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
」
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
義
経
記
』

の
頭
注
に
は
「
新
無
常
の
曲
と
も
」
と
あ
り（
10
（

、
こ
の
曲
が
哀
れ
な
音
楽
で
、
師
長
の
言
う
白
拍
子
の
亡
国
の
音
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い

か
と
想
像
す
る
。
ま
た
静
は
鎌
倉
に
連
行
さ
れ
て
、
武
家
社
会
の
酒
宴
の
席
で
「
別
れ
の
白
拍
子
」
を
歌
っ
た
。

　
「
春
の
夜
の
朧
の
空
に
雨
降
り
て
、
殊
更
世
間
閑
な
り
。
壁
に
立
ち
添
ふ
人
も
聞
け
、
一
日
の
興
宴
は
、
千
歳
の
命
延
ぶ
な
れ
ば
、

我
も
歌
ひ
遊
ば
ん
」
と
て
、
別
れ
の
白
拍
子
を
ぞ
数
へ
け
る
。
一
音
文
字
移
り
、
心
も
言
葉
も
及
ば
れ
ず
。
左
衛
門
尉
、
堀
藤
次
、

壁
を
隔
て
て
こ
れ
を
聞
き
て
、「
あ
は
れ
、
打
ち
任
せ
の
座
敷
な
ら
ば
、
な
ど
か
推
参
せ
ざ
る
べ
き
」
と
て
、
心
も
空
に
あ
く
が
る
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る
ば
か
り
な
り
。

　

こ
の
後
、
源
頼
朝
が
鶴
岡
の
若
宮
八
幡
宮
に
参
詣
す
る
こ
と
と
な
り
、
静
は
恋
人
義
経
の
開
運
を
も
思
っ
て
、
白
拍
子
の
法
楽
を
決
心

し
た
。
こ
の
時
も
静
は
多
く
の
曲
を
知
っ
て
は
い
た
が
、
お
得
意
の
「
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
」
を
歌
い
舞
う
こ
と
に
し
た
。

　

静
そ
の
日
は
、
白
拍
子
多
く
知
り
た
れ
ど
も
、
こ
と
に
心
を
染
む
も
の
な
れ
ば
、
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
と
い
ふ
白
拍
子
の
上
手
な

り
け
れ
ば
、
心
も
及
ば
ぬ
声
色
に
て
、
は
た
と
上
げ
て
ぞ
歌
ひ
け
る
。
…

　

し
ん
む
じ
や
う
の
曲
、
半
ら
ば
か
り
数
へ
た
り
け
る
所
に
、
祐
経
心
な
し
と
や
思
い
ひ
け
ん
、
水
干
の
袖
を
外
し
て
、
せ
め
を
ぞ

打
ち
た
り
け
る
。
静
、「
君
が
代
の
」
と
上
げ
た
り
け
れ
ば
、
人
々
こ
れ
を
聞
き
て
、「
情
な
き
祐
経
か
な
。
今
一
折
舞
は
せ
よ
か
し
」

と
ぞ
申
し
け
る
。

　

静
が
「
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
」
を
選
ん
だ
の
は
、
心
に
滲
み
る
し
み
じ
み
と
し
た
曲
柄
で
あ
る
か
ら
で
、
義
経
を
偲
ぶ
自
分
の
心
境
に

ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
哀
音
調
の
曲
は
、
頼
朝
の
来
臨
の
席
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
な
の
で
、
鼓
を
打
っ
て
い

た
工
藤
祐
経
は
、こ
れ
で
は
具
合
が
悪
い
と
思
っ
て
急
調
の
囃
子
を
打
ち
出
し
て
曲
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
た
。静
は
こ
れ
に
気
付
き
、「
君

が
代
の
」
と
賀
の
歌
謡
を
歌
い
出
し
、
頼
朝
を
こ
と
ほ
ご
う
と
し
た
。
こ
れ
に
は
舞
が
伴
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
静
は
所
詮

敵
の
前
と
思
い
、
義
経
を
慕
っ
て
「
し
づ
や
し
づ
賤
の
を
だ
ま
き
繰
り
返
し
」
と
「
吉
野
山
峯
の
白
雪
踏
み
分
け
て
」
を
歌
っ
て
頼
朝
の

不
興
を
か
っ
た
。
こ
の
「
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
」
と
「
君
が
代
の
」
の
関
係
は
陰
と
陽
で
、
対
照
的
な
曲
趣
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
出
来
事
は
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
て
い
て
有
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
四
月
七
日
条
に
、

静
先
吟
出
歌
云
。
よ
し
野
山
み
ね
の
し
ら
雪
ふ
み
分
け
て
…
次
歌
別
物
曲
之
後
。
又
吟
和
歌
云
。
し
つ
や
し
つ
〳
〵
…
。
誠
是
社
壇

之
壮
観
。
梁
塵
殆
可
動
、
上
下
皆
催
興
感（

11
（

。

と
見
え
る
。
こ
の
記
事
に
あ
る
「
別
物
之
曲
」
が
『
義
経
記
』
の
「
別
れ
の
白
拍
子
」
に
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
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も
当
時
の
白
拍
子
は
、
憂
い
に
満
ち
た
哀
傷
た
っ
ぷ
り
の
芸
風
が
第
一
の
売
り
物
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
後
の
演
歌
に
も
つ
な
が
る

文
化
伝
統
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
に
お
け
る
「
亡
国
の
音
」
の
論
の
展
開
は
、
白
拍
子
の
ほ
か
に
は
念
仏
の
曲
調
が
あ
っ
た
。『
野
守
鏡
』
巻
下
に
、

　

そ
の
子
細
今
の
歌
の
ご
と
く
、
は
か
せ
に
ま
か
せ
声
に
ま
か
せ
て
、
思
ふ
さ
ま
に
曲
を
な
す
に
よ
り
て
、
呂
の
曲
は
律
に
な
り
、

律
の
声
は
呂
に
な
り
て
、
陰
陽
た
が
ひ
侍
り
し
程
に
専
修
念
仏
の
曲
流
布
し
て
、
…
専
修
念
仏
の
曲
さ
か
り
な
れ
ば
、
正
道
の
仏
事

を
お
こ
な
ふ
人
ま
れ
な
り
。
…
こ
の
念
仏
は
後
鳥
羽
院
の
御
代
の
末
つ
か
た
に
、
住
蓮
安
楽
な
ど
い
ひ
し
、
そ
の
長
と
し
て
ひ
ろ
め

侍
り
け
り
。
こ
れ
亡
国
の
声
た
る
が
ゆ
ゑ
に
、
承
久
の
乱
い
で
き
て
王
法
お
と
ろ
へ
た
り
と
ぞ
、
古
老
の
人
は
申
し
侍
り
し（
11
（

。

と
あ
っ
て
、
念
仏
の
声
は
陰
鬱
で
あ
っ
た
た
め
か
亡
国
の
響
き
が
あ
る
と
感
じ
た
人
が
い
た
。
こ
れ
に
は
新
興
の
念
仏
宗
（
法
然
浄
土
教
）

に
対
す
る
旧
仏
教
側
の
反
感
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
に
こ
の
宗
派
の
隆
盛
の
た
め
に
承
久
の
乱
が
起
こ
り
、
貴
族
社
会
の
衰
退
と

な
っ
た
と
し
て
い
る
。
亡
国
の
音
と
政
治
が
実
際
に
結
び
つ
い
た
と
さ
れ
る
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
弓
削
繁
氏
の
論
が
あ
る（
11
（

。

氏
は
『
声
明
口
伝
』
を
引
用
し
て
、
こ
の
文
献
が
『
礼
記
』
楽
記
を
も
と
に
し
て
、「
亡
国
声
ハ
哀
傷
愁
歎
之
音
声
」
と
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。「
哀
傷
愁
嘆
」
が
亡
国
の
音
楽
の
具
体
的
な
曲
調
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
承
久
の
乱
の
前
兆
と
な
っ
た
の

だ
と
し
て
い
る
。
中
世
の
世
情
不
安
の
状
況
が
そ
う
し
た
思
想
の
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
細
川
涼
一
氏
は
後
鳥
羽
院
院
政
下
に
流
行

し
、
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
禁
圧
さ
れ
た
専
修
念
仏
が
「
亡
国
の
声
」「
亡
国
の
音
」
と
し
て
非
難
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、『
野
守
鏡
』
は

「
亡
国
の
声
」
で
あ
る
専
修
念
仏
の
と
、
後
鳥
羽
院
の
承
久
の
乱
に
よ
る
王
法
の
衰
滅
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
け
た
と
し
て
い
る（
11
（

。
琵

琶
楽
の
書
で
あ
る
文
机
房
隆
円
の
菊
亭
本
『
文
机
談
』
第
五
冊
（
鎌
倉
時
代
中
期
）
に
も
、

　

承
久
第
二
の
春
は
天
下
に
亡
国
の
こ
ゑ
あ
り
。
よ
、
如
何
が
あ
ら
ん
と
あ
ま
た
朝
臣
に
申
給
へ
り
け
れ
ど
も
、
御
く
ち
を
ひ
ら
き

て
奏
給
人
も
な
し
。
は
た
し
て
兵
乱
い
で
き
て
洛
陽
う
ゑ
を
し
た
に
か
へ
す（
11
（

。
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と
あ
る
。
こ
の
承
久
の
乱
前
年
の
天
下
の
亡
国
の
声
が
何
を
指
す
か
明
確
で
は
な
く
、
著
者
が
世
を
憚
っ
て
言
っ
て
い
る
観
が
あ
る
が
あ

る
が
、
こ
れ
も
白
拍
子
で
は
な
く
、
念
仏
の
流
行
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
念
仏
に
よ
る
亡
国
の
音
と
承
久
の
乱
の
関
係
は
、
多
く
の

人
が
認
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
こ
の
は
や
り
の
念
仏
に
は
、
陰
気
な
音
調
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
事
変
の
前

兆
を
知
ら
せ
る
古
来
の
童わ
ざ

謡う
た

の
伝
統
を
引
く
考
え
で
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
有
名
な
例
は
東
常
縁
の
『
東
野
州
聞
書
』
で
あ
る
。

一
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
閏
十
月
四
日
、
常
光
院
（
堯
孝
）
へ
ま
か
る
。
其
時
語
り
侍
り
し
毛
詩
の
文
な
り
。

周
詩
関
睢
序
略
曰
、
情
発
二

於
声
一

、
声
成
レ

文
。
謂
二

之
音
一

。
治
世
之
音
、
安
以
楽
。
其
政
和
。
乱
世
之
音
、
怨
以
怒
。
其
政
乖
。

亡
国
之
音
、
哀
以
思
。
其
民
困
。
故
正
二

得
失
一

、
動
二

天
地
一

、
感
二

鬼
神
一

、
寞
レ

近
二

於
詩
一

。
先
王
以
レ

是
、
経
二

夫
婦
一

、
成
二

孝
敬
一

、

厚
二

人
倫
一

、
美
二

教
化
一

、
移
二

風
俗
一

。

「
此
文
、
歌
道
の
眼
目
な
り
」
と
申
さ
れ
し
也
。

一
、「
後
小
松
院
、
与
八
と
申
九
世
舞
を
め
さ
れ
て
御
前
に
て
舞
せ
ら
れ
け
り
。
三
四
度
き
こ
し
め
さ
れ
て
、
乱
世
の
声
有
と
て
、
後
、

終
に
御
前
へ
召
さ
れ
ず
。
其
後
、
仰
の
ご
と
く
、
始
の
赤
松
の
乱
有
け
り
。
よ
く
ぞ
い
ひ
け
る
と
御
あ
ん
有
け
る
」
と
、
畠
山
の
阿

州
（
持
純
）
物
か
た
り
有
。
此
事
あ
ま
ね
く
沙
汰
有
事
な
り
。
ま
し
て
歌
道
は
大
事
の
上
の
大
事
な
り
と
ひ
た
ぶ
る
に
思
ひ
た
る
。

如
何（
11
（

。

　

ま
ず
『
毛
詩
』
の
引
用
に
よ
っ
て
亡
国
の
音
を
説
い
た
後
に
、
こ
の
一
文
は
歌
道
の
眼
目
で
あ
る
と
す
る
。
歌
道
は
『
毛
詩
』
序
の
ご

と
く
、
政
治
に
か
な
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
と
も
と
『
毛
詩
』
は
『
古
今
集
』
の
仮
名
序
・
真
名
序
に

影
響
を
与
え
て
い
た
。
詩
歌
歌
謡
に
関
す
る
「
亡
国
の
音
」
の
理
論
の
う
ち
、
和
歌
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
の
曲
舞
の
与

八
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
男
曲
舞
は
、
井
浦
芳
信
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
寺
院
の
延
年
に
お
い
て
白
拍
子
を
担
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当
し
た
僧
侶
の
男
芸
を
引
く
も
の
で
あ
る
と
す
る（
17
（

。
曲
舞
は
能
の
中
に
残
り
、
リ
ズ
ム
性
の
強
い
謡
い
方
で
、
勇
壮
な
曲
趣
も
あ
れ
ば
優

雅
な
曲
趣
も
あ
る
。『
東
野
州
聞
書
』
の
与
八
の
曲
舞
は
哀
調
を
帯
び
た
も
の
で
、
静
の
「
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
」
の
流
れ
を
汲
む
も
の

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
「
乱
世
の
声
」
と
思
わ
れ
、
こ
の
場
合
も
嘉
吉
の
乱
と
い
う
世
の
乱
れ
の
前
兆
と
さ
れ
た
。
一
つ

の
音
楽
思
想
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
文
明
本
『
節
用
集
』
に
は
、「
勿
レ

聴
二

亡
国
之
音
一

（
ハ
ウ
コ
ク
ノ
コ
ヱ
ヲ
キ
ク

コ
ト
ナ
カ
レ
）」
と
あ
り（

11
（

、「
亡
国
の
音
」
は
中
世
の
戦
乱
・
世
情
不
安
を
反
映
し
て
ま
す
ま
す
嫌
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
『
東
野
州
聞
書
』
で
は
、
亡
国
の
音
は
和
歌
・
語
り
物
的
歌
謡
の
二
つ
の
こ
と
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
。

　

な
お
「
亡
国
の
音
」
の
反
対
語
は
『
毛
詩
』『
東
野
州
聞
書
』
で
は
「
治
世
の
音
」
で
あ
り
、『
白
氏
文
集
』
序
洛
詩
で
は
「
理
世
安
楽

之
音
」
で
あ
る
。
序
洛
詩
に
は
「
不
四

独
記
三

東
都
履
道
里
有
二

閑
居
泰
適
之
叟
一

、
亦
欲
レ

知
三

皇
唐
大
和
歳
有
二

理
世
安
楽
之
音
一

」
と
あ
り
、

『
和
漢
朗
詠
集
』
閑
居
（
六
一
三
）
に
も
採
ら
れ
た
。
唐
の
大
和
年
間
（
八
二
七
～
三
五
）
に
は
、
世
の
中
が
平
和
で
生
活
を
楽
し
む
声

が
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
理
世
安
楽
之
音
」
は
、
先
の
弓
削
氏
の
論
で
は
、『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・
大
江
匡
衡
「
弁
官
左

右
衛
門
佐
大
学
頭
等
を
申
す
状
」
に
採
ら
れ
、『
六
代
勝
事
記
』
に
も
見
え
る
。『
六
代
勝
事
記
』
に
は
新
楽
府
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
「
延
暦
寺
奏
状
」
を
引
用
し
、「
以
音
衰
楽
知
国
盛
衰
、
詩
序
曰
、
治
世
之
音
安
以
楽
、
其
政
和
、
乱
世
之
音
怨
以
忿
、
其
政
乖
、

…
而
近
来
念
仏
音
、
背
理
世
撫
民
之
音
、
已
成
哀
慟
之
響
、
是
亡
国
之
音
」
と
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
『
毛
詩
』
を
引
用
し
て
、「
治

世
之
音
」
と
す
る
。
そ
し
て
日
蓮
の
法
然
浄
土
宗
へ
の
非
難
の
論
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
る
。『
教
訓
抄
』
巻
一
・
振
鉾
様
で
は
、「
天
地
長

久
、
政
和
世
理
、
王
家
太
平
、
雅
音
成
就
」
等
と
唱
え
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
治
世
の
音
」
の
日
本
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
政
和

世
理
」
は
同
書
巻
三
・
玉
樹
後
庭
花
に
は
『
白
氏
文
集
』「
法
曲
歌
」
に
見
え
る
句
と
い
う
意
味
の
注
記
が
あ
る
。
同
箇
所
で
、
源
経
信

が
「
楽
ノ
ア
ハ
レ
ナ
ル
ヲ
バ
亡
国
ノ
音
云
。
楽
ノ
オ
モ
シ
ロ
キ
ヲ
バ
、
国
治
音
ト
云
ベ
シ
」
と
述
べ
た
と
あ
り
、「
治
国
の
音
」
の
変
形

と
な
っ
て
い
る
。『
大
学
』
の
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
に
よ
る
表
現
で
あ
ろ
う
。
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『
続
教
訓
抄
』
第
二
冊
・
七
徳
者
に
は
、

　

白
氏
古
今
ノ
善
悪
ヲ
記
ス
、
歌
舞
ノ
楽
章
ニ
造
ル
、
其
中
ニ
姿
悪
ノ
者
ヲ
以
テ
災
ヲ
招
ク
コ
ト
、
今
（
令
）
聞
人
ヲ
滅
シ
メ
、
行

善
ノ
者
ヲ
以
テ
栄
ヲ
発
ス
事
、
今
（
令
）
聞
人
ヲ
勧
ム
ト
イ
へ
リ

と
あ
っ
て
、
や
は
り
『
白
氏
文
集
』
の
歌
舞
の
論
に
注
目
し
、
姿
の
悪
い
こ
と
は
災
難
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
だ
と
し
て
、
白
拍
子
・
曲

舞
の
姿
の
論
に
結
び
つ
く
も
の
が
あ
る
。

　
「
亡
国
の
音
」
に
関
し
て
、『
教
訓
抄
』
巻
八
に
律
呂
の
論
が
あ
る
。
呂
は
男
の
音
で
あ
り
、
律
は
女
の
音
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
混
乱

が
あ
る
ら
し
く
、
呂
音
が
女
声
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
御
伽
草
子
「
玉
藻
の
草
紙
」
に
は
雅
楽
理
論
を
め
ぐ
っ
て
の
種
々

の
問
答
が
あ
る
が
、
本
稿
で
関
係
す
る
の
は
、
呂
律
の
論
で
あ
る
。
赤
木
文
庫
蔵
文
明
二
年
写
本
「
玉
藻
前
物
語
」
で
は
、
双
調
・
黄
鐘

調
・
壱
越
調
の
三
調
は
「
よ
ろ
こ
び
の
声
」
で
呂
の
声
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
平
調
・
盤
渉
調
の
二
調
は
「
ひ
（
悲
）
の
声
」
で
律
の

声
で
あ
る
と
す
る
。
国
会
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
「
玉
も
の
前
」、
承
応
刊
本
「
玉
藻
の
草
紙
」
も
同
様
で
、
こ
れ
ら
も
双
調
・
黄
鐘
調
・

壱
越
調
が
呂
で
あ
り
、
平
調
・
盤
渉
調
が
律
な
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
雅
楽
の
思
想
は
世
阿
弥
の
能
楽
論
に
も
影
響
す
る
。『
五
音
曲
条
々
』
に
、「
詩
序
云
」
と
し
て
「
治
世
之
音
」「
乱
世
之
音
」

「
亡
国
之
音
」
が
引
用
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
同
書
で
、
祝
言
曲
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
安
楽
音
」
で
あ
り
、「
治
声
」
の
趣
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
「
治
声
」
は
「
治
世
に
安
ん
じ
楽
し
ん
で
い
る
音
声
」
で
あ
る
と
い
う（

11
（

。
さ
ら
に
同
書
で
哀
傷
の
曲
に
つ
い
て
は
、

　

哀
傷
ト
者
、
是
又
ア
ワ
レ
ニ
（
以
前
ノ
ア
ハ
レ
ノ
恋
声
）、
感
涙
ヲ
催
ス
心
体
成
ベ
シ
。
無
常
音
ノ
曲
聞
ナ
ル
ベ
キ
也
。
凡
、
哀

傷
ハ
、
当
世
何
事
モ
祝
言
ヲ
以
本
ト
ス
ル
ユ
エ
ニ
、
サ
ノ
ミ
ノ
哀
傷
ノ
曲
聞
ヲ
バ
、
斟
酌
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
連
歌
ナ
ド
ノ
一
座
ニ
モ
、

哀
傷
ノ
部
ハ
、
ハ
ヤ
絶
エ
タ
ル
分
也
。
然
バ
、
音
曲
ニ
モ
、
タ
ヾ
大
カ
タ
ノ
聞
キ
耳
ア
ハ
レ
ニ
、
無
常
音
ヲ
催
ス
感
聞
ア
リ
テ
、
曲

ノ
カ
ヽ
リ
美
シ
ク
バ
、
コ
レ
、
肝
用
ノ
哀
傷
ナ
ル
ベ
シ（
10
（

。
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と
あ
り
、
祝
言
と
対
を
な
す
の
が
哀
傷
で
、
無
常
を
感
じ
さ
せ
る
曲
趣
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
し
ん
む
じ
や
う
の
曲
」
を
思
わ
せ
る
。
感
涙

を
催
す
ほ
ど
の
し
み
じ
み
と
し
た
音
調
ら
し
く
、
こ
れ
も
現
代
の
演
歌
に
も
通
じ
る
が
、
世
阿
弥
の
頃
は
諸
道
・
諸
芸
に
お
い
て
祝
言
第

一
主
義
だ
っ
た
ら
し
く
、
あ
ま
り
に
哀
傷
を
感
じ
さ
せ
る
曲
は
よ
く
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
は
世
阿
弥
に
お
い
て
は
「
安
全
音
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
五
音
曲
条
々
』
は
世
阿
弥
達
大
和
猿
楽
の
、
音
曲
の
五
音
の
曲
趣
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
が
、
結
論
に

近
い
箇
所
に
あ
る
、

　

此
、
祝
言
・
恋
慕
・
幽
曲
・
哀
傷
モ
、
祝
言
ノ
安
全
音
ノ
力
也
。
イ
ヅ
レ
モ
、
ソ
ノ
声
ヲ
全
ク
謡
ウ
ハ
、
ミ
ナ
安
全
ナ
リ
。
安
位

ニ
座
段
ス
ル
位
、
闌
懸
也
。
是
、
ハ
ジ
メ
ノ
安
全
音
ニ
カ
エ
ル
ハ
、
一
ノ
力
ナ
リ
。

は
、
祝
言
の
「
安
楽
音
」
を
「
安
全
音
」
に
言
い
換
え
、
そ
れ
を
他
の
音
曲
種
に
も
及
ぼ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
闌
懸
（
闌
曲
）
は

強
さ
を
主
眼
と
す
る
謡
い
方
で
、
安
定
を
感
じ
さ
せ
る
曲
で
あ
り
、
こ
れ
も
音
曲
の
始
発
と
な
る
祝
言
の
安
全
音
に
返
る
の
だ
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
世
阿
弥
の
後
年
の
思
想
の
一
つ
で
、『
五
音
』
に
お
い
て
も
「
祝
言　

安
全
音
ト
名
付
」「
安
全
音
ニ
闌
曲
之
声
味
有
事
、
習

有
」「
幽
曲　

是
は
、
安
全
音
を
和
ら
げ
て
」
と
あ
り
、『
申
楽
談
儀
』
に
も
「
安
全
音
と
云
こ
と
、
祝
言
の
み
と
は
思
ふ
べ
か
ら
ず
」
と

あ
る
よ
う
に
、
安
全
音
は
祝
言
か
ら
幽
曲
に
及
び
、
さ
ら
に
闌
曲
へ
と
至
り
、
さ
ら
に
向
去
却
来
し
て
、
祝
言
と
い
う
安
全
音
に
返
る
の

だ
と
し
、
安
全
音
は
音
曲
全
体
に
わ
た
る
原
理
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
白
拍
子
と
は
反
対
の
行
き
方
で
あ
る
。
哀
傷
は
祝
言
と

は
対
照
的
な
曲
趣
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
安
全
音
は
必
要
な
の
で
あ
る
。
世
阿
弥
は
後
年
の
能
楽
論
に
お
い
て
「
安
位
」「
安

曲
」「
安
心
」
等
、「
安
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
な
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
心
境
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
伝
統
的
な
「
亡
国
の
音
」
に
近
い
も
の
は
哀
傷
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
世
阿
弥
に
お
い
て
は
「
ば
う
お
く
」

に
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
音
曲
口
伝
』
は
『
五
音
曲
条
々
』『
五
音
』
よ
り
は
前
の
著
作
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、

　

一
、
音
曲
に
、
祝
言
・
ば
う
お
く
の
声
の
分
目
を
知
る
事
、
こ
れ
は
呂
・
律
の
二
よ
り
出
た
り
。
呂
と
い
ふ
は
、
喜
ぶ
声
、
出
る
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息
の
声
な
り
。
律
と
云
は
、［
悲
し
む
］
声
、
入
る
息
と
云
り
。

と
あ
っ
て
、
祝
言
と
ば
う
お
く
は
対
照
的
な
声
で
あ
る
こ
と
を
、
雅
楽
の
律
呂
で
説
明
し
て
い
る
。『
五
音
曲
条
々
』
で
も
、

一
、
冬
木　

…
葉
落
チ
、
枝
変
ジ
タ
ル
冬
木
立
、
サ
ナ
ガ
ラ
哀
傷
・
バ
ウ
ヲ
ク
ノ
気
色
深
シ
。

と
述
べ
る
が
、
ば
う
お
く
は
哀
傷
に
近
い
も
の
で
、
し
か
も
安
全
音
に
は
含
ま
れ
な
い
声
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
伝
統

的
な
「
亡
国
の
音
」
の
思
想
が
能
の
音
曲
論
に
も
尾
を
引
い
て
い
て
、
世
阿
弥
も
こ
れ
を
捨
て
き
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。「
亡
国
」
を
「
ば

う
お
く
」
に
ぼ
か
し
て
言
い
直
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、「
亡
国
の
音
」
は
祝
言
性
を
重
ん
じ
る
大
和
猿
楽
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
、

そ
の
た
め
に
世
阿
弥
の
論
は
未
整
理
の
感
が
あ
る
。「
ば
う
お
く
」
が
「
亡
国
の
音
」
で
あ
る
と
す
る
説
は
、
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
香
西
精
氏
が
「
亡
臆
」
の
声
は
「
亡
国
の
声
」
を
か
ざ
し
た
世
阿
弥
の
造
語
で
あ
る
と
し
て
い
る（
11
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
は
歌
舞
が
災
厄
の
前
触
れ
と
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
中
国
に
お
い
て
は
よ
り
政
治
的
な
秩

序
の
意
味
が
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
一
方
で
は
日
本
に
は
中
国
風
の
考
え
も
あ
る
。
中
川
博
夫
氏
は
、「
序
洛
詩
」
が
『
新
勅
撰
集
』
序

文
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
政
」
と
「
音
」
と
は
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
帝
王
と
音
楽
の
関
係
は
、

具
体
的
に
『
文
机
談
』
等
に
見
え
る
が
、『
教
訓
抄
』
巻
七
で
は
、

　

惣
倭
漢
ノ
業
、
只
此
道
ヲ
翫
給
ヲ
聖
代
ト
ス
。
サ
レ
バ
賢
王
ノ
御
代
ニ
ハ
、
先
伶
楽
ヲ
奏
シ
テ
、
政
和　

世
理
ノ
響
ヲ
聞
テ
、
御

政
ヲ
ホ
メ
モ
シ
、
ソ
シ
リ
モ
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
也
。

と
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に
仏
教
、
特
に
狂
言
綺
語
と
の
関
係
を
も
包
含
す
る
論
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

こ
う
し
て
中
国
の
音
楽
思
想
は
、『
古
今
集
』
か
ら
『
東
野
州
聞
書
』
へ
と
流
れ
て
ゆ
く
。
先
述
の
よ
う
に
、
東
常
縁
は
『
毛
詩
』
の

音
の
論
を
歌
道
の
眼
目
と
し
た
が
、『
野
守
鏡
』
巻
下
に
も
、

　

…
和
歌
は
た
ゞ
花
鳥
の
た
よ
り
の
み
に
あ
ら
ず
。
内
外
の
法
を
か
ね
た
る
子
細
も
つ
い
で
に
侍
れ
ど
、
…
外
典
に
つ
き
て
い
は
ゞ
、
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和
歌
は
仁
義
礼
智
信
の
五
徳
を
兼
ね
て
、
よ
く
礼
楽
を
た
す
け
つ
ゝ
、
国
を
を
さ
め
、
民
を
や
は
ら
ぐ
る
な
か
だ
ち
た
り
。
…
ま
た

楽
を
兼
ね
た
る
こ
と
を
い
は
ゞ
、
上
五
文
字
に
糸
竹
金
石
革
の
楽
器
を
と
ゝ
の
へ
、
下
五
文
字
に
陰
陽
五
時
を
わ
か
ち
、
中
の
七
文

字
に
て
七
調
子
を
こ
め
、
終
り
の
七
々
に
、
呂
の
七
声
律
の
七
声
を
ふ
く
め
り（
11
（

。

と
見
え
て
お
り
、
さ
ら
に
和
歌
を
儒
教
の
五
常
や
雅
楽
の
音
楽
理
論
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
思
想
の
ミ
ッ
ク
ス
あ
る
い
は
習

合
は
、
中
世
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
滝
川
幸
司
氏
は
、
詩
と
政
治
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、「
毛
詩
大
序
」
以
来
、

日
本
に
お
け
る
儒
学
の
伝
統
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る（
11
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
心
敬
は
『
ひ
と
り
ご
と
』
で
、

　

常
住
有
所
得
の
み
に
落
て
、
さ
ま
〴
〵
の
能
芸
・
学
文
・
仏
法
な
ど
ゝ
て
、
の
ゝ
し
り
あ
へ
る
、
愚
な
る
か
な
。
た
ゞ
、
春
の
雪

に
て
仏
を
作
り
て
、
其
の
為
に
堂
塔
婆
な
ど
を
構
へ
侍
る
が
如
く
な
り（

11
（

。

と
し
て
い
る
の
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
心
敬
は
戦
乱
の
世
を
経
験
し
て
無
常
感
を
強
く
抱
き
、
人
の
な
す
わ
ざ
は
所
詮
は
か
な
い

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
彼
は
能
芸
・
学
問
・
仏
法
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
三
　
亡
国
の
音
の
背
景
︱
不
吉
な
芸
能

　

中
国
で
は
音
楽
は
先
祖
の
供
養
に
用
い
ら
れ
、
儀
礼
や
政
治
と
も
関
わ
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
礼
楽
思
想
が
発
達
し
た
。
日
本
に
お
い

て
は
、
国
家
の
礼
楽
と
し
て
、
内
侍
所
の
御
神
楽
や
五
節
の
舞
、
舞
楽
等
が
平
安
時
代
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
日
本
で
は
、
歌
舞

を
世
の
災
い
と
結
び
つ
け
る
考
え
の
流
れ
が
続
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
世
情
不
安
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
亡
国
の
音
と
関
連
す
る
の
は
、

芸
能
に
対
す
る
不
吉
観
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
の
資
料
と
し
て
有
用
な
も
の
は
、
守
屋
毅
氏
の
『
中
世
芸
能
の
幻
像
』（
淡
交
社
、
昭
和

六
十
年
）
の
中
の
「
も
う
一
つ
の
中
世
芸
能
─
田
楽
」
の
章
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
を
も
と
に
資
料
を
上
げ
る
。
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『
洛
陽
田
楽
記
』
に
見
え
る
永
長
（
一
〇
九
六
）
の
大
田
楽
に
つ
い
て
の
「
一
城
の
人
、
み
な
狂
へ
る
が
如
し
。
け
だ
し
霊
狐
の
所
為

な
り
（
原
漢
文
）」
は
白
居
易
の
漢
詩
に
よ
る
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
貴
賤
・
老
若
・
男
女
を
問
わ
な
い
大
勢
の
田
楽
へ
の
参
加
に
著

者
の
大
江
匡
房
は
大
き
な
不
安
を
感
じ
た
。
先
の
漢
詩
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
一
・
牡
丹
芳
の
「
…
花
開
花
落
二
十
日
、
一
城
之
人
若
狂
、

…
」
に
よ
る
も
の
で
、
牡
丹
の
花
に
人
々
が
熱
中
す
る
さ
ま
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
田
楽
は
悪
霊
鎮
撫
の
呪
術
的
な
芸
能
で
、

御
霊
会
の
芸
能
に
も
用
い
ら
れ
、
不
吉
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
一
面
も
あ
っ
た
。
こ
の
永
長
の
大
田
楽
に
院
政
期
の
政
治
の
反
映
を
見
る

こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
京
都
社
会
全
般
の
雰
囲
気
が
う
か
が
わ
れ
る
資
料
で
あ
る
。『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
五
月

二
十
日
の
条
に

　

今
夜
少
納
言
家
俊
引
率
青
侍
十
余
人
、
已
作
田
楽
、
横
行
京
中
、
其
供
奉
之
輩
、
或
以
裸
形
、
或
放
烏
帽
、
異
体
奇
異
也
、
遇
道

之
者
、
以
為
百
鬼
夜
行（
11
（

と
、
田
楽
法
師
で
は
な
い
一
団
に
よ
る
異
形
の
田
楽
の
さ
ま
を
記
し
、「
百
鬼
夜
行
」
と
不
気
味
が
っ
て
い
る
。
ま
た
同
年
嘉
承
元
年

（
一
一
〇
六
）
六
月
十
三
日
に
も
、
田
楽
流
行
を
記
し
て
、

　

近
日
京
中
下
人
等
作
田
楽
興
毎
日
遊
行
、
或
切
破
錦
繍
、
或
随
身
兵
仗
、
数
千
成
党
横
行
道
路
、
間
及
闘
争
、
有
夭
命
者
、
先
年

有
如
此
遊
、
不
吉
事
出
来
也
、
今
不
被
制
止
、
頗
不
穏
便
事
歟

と
し
、
不
穏
な
情
勢
で
不
吉
の
き
ざ
し
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
院
政
期
の
不
安
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
田
楽
を
愛
好
す
る
者
と
嫌
悪
す

る
者
が
い
る
と
い
う
矛
盾
し
た
状
況
は
後
代
ま
で
続
く
。『
園
太
暦
』
延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
三
月
二
日
に
、

　

抑
今
日
於
北
山
第
、
有
田
楽
之
興
、
凡
在
々
所
々
、
此
間
此
芸
繁
昌
、
可
謂
天
魔
之
所
為
歟
、
今
小
路
殿
若
宮
令
渡
給
、
又
新
院

為
御
見
物
御
幸
云

（々
17
（

と
あ
る
。
安
良
岡
康
作
氏
は
『
徒
然
草
全
注
釈
』（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
）
で
、
五
十
段
の
、
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応
長
の
比
、
伊
勢
国
よ
り
、
女
の
鬼
に
成
り
た
る
を
ゐ
て
上
り
た
り
と
い
ふ
事
あ
り
て
、
そ
の
比
廿
日
ば
か
り
、
日
ご
と
に
、
京
・

白
川
の
人
、
鬼
見
に
と
て
出
て
惑
ふ
。「
昨
日
は
西
園
寺
に
参
り
た
り
し
」、「
今
日
は
院
へ
参
る
べ
し
」、「
た
ゞ
今
は
そ
こ
〳
〵
に
」

な
ど
言
ひ
合
へ
り
。
ま
さ
し
く
見
た
り
と
い
ふ
人
も
な
く
、
虚そ
ら
ご
と言
と
云
ふ
人
も
な
し
。
上
下
、
た
ゞ
鬼
の
事
の
み
言
い
ひ
止や

ま
ず
。

を
取
り
上
げ
、『
園
太
暦
』
の
こ
の
記
事
も
引
用
し
て
、「
わ
た
く
し
は
、
兼
好
が
見
聞
し
た
「
京
・
白
川
の
人
」
の
大
騒
ぎ
は
、
こ
の
田

楽
の
盛
行
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
う
。」
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
田
楽
と
は
関
係
な
く
、
異
形
な
女
の
人
を
見
世
物

に
し
た
も
の
で
、
後
の
一
寸
法
師
の
例
を
参
考
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
田
楽
の
不
吉
さ
は
『
太
平
記
』
に
も
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
拙
論
が
あ
り
、

　
『
太
平
記
』に
お
け
る
庶
民
的
芸
能
の
記
述
に
は
、こ
れ
ら
が
結
果
的
に
平
和
の
到
来
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
思
想
が
う
か
が
わ
れ
、

マ
イ
ナ
ス
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
公
家
の
伝
統
的
文
化
の
管
絃
の
扱
い
と
は
対
照
的
な
も
の
が
あ
る
。
…
こ
う
し
て

『
太
平
記
』
の
作
者
は
、
管
絃
・
芸
能
に
関
し
て
は
、
伝
統
的
な
も
の
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る（
11
（

。

と
述
べ
た
。
同
じ
く
『
園
太
暦
』
延
慶
四
年
三
月
八
日
の
条
に
、

　

自
今
朝
有
所
労
之
気
、
如
風
咳
、
但
温
気
以
外
興
盛
也
、
食
事
不
通
、
々
宵
辛
苦
、
凡
此
間
俗
号
田
楽
病
、
如
此
病
悩
両
三
日
云
々

と
あ
っ
て
、
田
楽
の
流
行
は
病
気
の
流
行
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

鷲
尾
隆
康
の
『
二
水
記
』
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
七
月
二
十
二
日
に
は
、

　

入
夜
五
六
人
令
同
道
見
躍
拍
物
、
今
夜
勧
修
寺
張
行
也
、
先
夜
奉
公
衆
之
返
報
云
々
、
当
年
毎
夜
有
此
事
、
近
年
不
見
聞
事
也
、

併
天
下
静
謐
之
所
為
歟
、
但
又
物
怱
之
基
也
、
帰
路
之
次
、
於
竹
園
躍
了
、
各
驚
耳
目
者
也（
11
（

と
あ
っ
て
、
風
流
の
踊
り
囃
子
物
が
毎
夜
行
わ
れ
、
こ
れ
が
物
怱
（
物
騒
、
危
険
を
感
じ
さ
せ
る
物
騒
が
し
さ
）
の
も
と
と
な
る
と
懸
念

を
表
し
て
い
る
。
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四
　「
亡
国
の
音
」
の
そ
の
後

　

近
世
に
お
い
て
「
亡
国
の
音
」
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
か
は
ま
だ
資
料
を
得
え
て
い
な
い
。
近
代
に
入
っ
て
こ
れ
を
唱
え
た
の
は

与
謝
野
鉄
幹
で
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
、「
二
六
新
聞
」
に
連
載
し
た
「
亡
国
の
音
」
が
有
名
で
あ
る
。

　

文
に
衰
世
の
文
乱
世
の
文
盛
世
の
文
あ
り
、
盛
世
の
文
は
雄
大
華
麗
、
衰
世
の
文
は
萎
靡
繊
弱
、
乱
世
の
文
は
豪
宕
悲
壮（

10
（

、

と
す
る
。「
文
」
は
文
芸
の
意
で
あ
ろ
う
。「
衰
世
」「
乱
世
」「
盛
世
」
の
三
区
分
の
意
識
は
、
鉄
幹
の
基
本
的
な
考
え
の
よ
う
で
あ
る
。『
詩

経
』
の
「
治
世
」「
乱
世
」「
亡
国
」
を
思
わ
せ
る
。
そ
し
て
、

余
は
今
代
の
歌
を
論
難
せ
む
と
す
る
に
当
り
先
づ
一
言
以
て
彼
れ
の
多
く
を
蔽
ふ
べ
し
、
曰
く
『
亡
国
の
音
』

と
発
言
し
た
。
そ
し
て
古
く
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
詩
歌
歌
舞
に
ま
つ
わ
る
「
亡
国
の
音
」
論
の
う
ち
、
詩
歌
の
面
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
。

そ
の
後
和
歌
に
焦
点
を
当
て
て
、

和
歌
の
毒
を
流
す
者
現
代
の
歌
人
よ
り
甚
し
き
は
な
し
。
…
彼
等
は
万
事
を
古
人
に
模
倣
す
る
也
、
模
倣
の
巧
拙
を
争
ふ
也
、

と
し
て
、
従
来
の
流
れ
を
汲
む
保
守
的
和
歌
を
攻
撃
し
、
副
題
に
「
現
代
の
非
丈
夫
的
和
歌
を
罵
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
ま
す
ら
を
ぶ
り
」

の
和
歌
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
こ
の
激
烈
な
論
に
よ
り
、
短
歌
の
革
新
運
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
和
田
繁
二
郎
氏
は　
「『
亡
国
の

音
』
に
お
け
る
人
間
と
文
学
」
に
お
い
て
、

　
「
亡
国
の
音
」
と
い
う
題
は
、
風
流
韻
事
に
遊
ぶ
旧
派
の
和
歌
が
、
国
を
亡
ぼ
す
も
の
だ
と
い
う
命
題
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
命
題
の
基
底
は
、
文
学
が
現
実
か
ら
遊
離
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
鉄
幹
は
、
こ
の
「
亡
国
の
音
」
の
は
じ
め
に
、「
道
徳
と
文
学
は
全
く
別
物
な
り
云
々
」
と
い
う
当
時
の
言
を
否
定
し
て
、

「
愚
論
を
吐
き
て
慚
ぢ
ざ
る
者
」
と
し
て
い
る
。
…
さ
ら
に
彼
は
ま
た
「
萎
靡
繊
弱
の
文
は
乱
世
を
胚
胎
し
、
豪
宕
悲
壮
の
文
は
盛

世
を
胚
胎
す
」
と
い
う
古
人
の
言
を
引
い
て
「
国
家
の
盛
と
衰
と
文
章
の
関
つ
て
力
あ
る
や
此
の
如
し
」
と
言
っ
て
い
る（
11
（

。
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と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
鉄
幹
の
亡
国
の
音
論
の
背
景
に
は
、
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
年
～
二
十
八
年
）
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
鉄
幹

は
古
人
の
言
を
引
い
て
、
萎
蘼
繊
弱
の
文
は
乱
世
を
も
た
ら
し
、
豪
宕
悲
壮
の
文
は
盛
世
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
お
り
、『
礼
記
』
や
『
詩

経
』
の
思
想
は
日
本
に
お
い
て
連
綿
と
続
き
、
近
代
に
お
い
て
は
文
学
の
、
こ
と
に
韻
文
の
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
中
世
に
お
い
て
は
、「
亡
国
の
音
」は
世
の
乱
れ
を
表
わ
す
前
兆
と
し
て
忌
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
文
の
世
界
に
お
い
て
、

こ
れ
が
日
本
の
近
代
化
を
押
し
進
め
る
こ
と
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
、
政
治
的
に
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
代
に
お
い

て
は
、
音
楽
よ
り
は
文
学
の
面
に
お
い
て
「
亡
国
の
音
」
論
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
人
の
文
学
好
み
を
反
映
し
て
い
る
も
の

で
、
古
代
の
中
国
に
お
い
て
は
歌
謡
の
ジ
ャ
ン
ル
で
音
楽
と
文
学
は
結
び
つ
け
ら
れ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
そ

の
影
響
で
、
両
者
に
は
共
通
の
原
理
も
あ
っ
た
が
、
次
第
に
別
々
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
例
は
夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
明
治
三
十
八
～
三
十
九
年
）
六
で
、

　

上
田
敏
君
の
説
に
よ
る
と
排
味
と
か
滑
稽
と
か
云
ふ
も
の
は
消
極
的
で
亡
国
の
音い

ん

だ
さ
う
だ
が
、
敏
君
丈
あ
つ
て
う
ま
い
事
を
云

つ
た
よ（
11
（

。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
時
上
田
敏
（
一
八
七
四
～
一
九
一
六
）
は
漱
石
と
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
で
英
文
学
を
担
当
す
る
同
僚
で
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
発
言
を
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
俳
句
は
保
守
的
・
消
極
的
で
、
俳
句
を
声
に
出
し
て
詠
ん
だ
場
合
は
亡
国
の
音
に

な
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
漱
石
は
若
い
頃
は
俳
句
に
凝
っ
て
い
た
が
、
後
年
は
さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
ら
し
く
、「
俳
句
を
作
っ
て
い

る
と
人
間
は
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
」
と
皮
肉
を
言
っ
た
と
い
う
か
ら（
11
（

、
上
田
敏
の
説
に
賛
成
し
た
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
正
岡

子
規
が
俳
句
の
革
新
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
明
治
二
十
五
年
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
「
亡
国
の
音
」
論
も
近
代
日
本
の
形
成
と
の

関
係
で
、
消
極
的
な
態
度
を
排
す
る
意
図
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

詩
歌
歌
謡
が
神
秘
的
な
作
用
を
持
つ
と
い
う
思
想
は
、
日
本
で
は
言
霊
思
想
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
歌
謡
の
神
秘
性
に
つ
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い
て
は
、
姫
野
翠
氏
が
人
類
学
の
立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
。

ラ
テ
ン
語
のcantus

は
「
歌
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
が
、
同
時
に
「
呪
文
」「
魔
法
」
を
も
表
す
。

と
し
、

　

こ
の
よ
う
に
、
歌
は
、
普
通
人
間
の
力
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
く
か
ら

認
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
「
歌
う
」
と
い
う
こ
と
は
、「
呪ま

じ
ない
を
す
る
」「
呪
文
を
唱
え
る
」
と
い
う
こ
と
と
同
じ
だ
っ
た
の
だ（
11
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
伝
統
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
続
い
た
と
思
わ
れ
る
。
岡
田
暁
生
氏
は
中
世
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
評
し
て
、

　

日
本
の
声
明
に
も
似
た
一
種
の
呪
文
、
つ
ま
り
言
葉
と
も
歌
（
音
楽
）
と
も
つ
か
な
い
存
在
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
近
代
的
な
意
味

で
の
「
音
楽
」
と
言
い
切
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る（
11
（

。

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
歌
謡
観
は
中
国
に
も
日
本
に
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
両
国
に
お
い
て
、
哀
傷
の
趣
を
持
つ
「
亡
国

の
音
」
は
、「
乱
世
の
音
」
と
も
関
係
し
、
戦
争
と
結
び
つ
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ポ
エ
テ
ィ
ウ
ス
（
四
八
〇
？

～
五
二
四
？
）
の
『
音
楽
綱
要
』
に
は
、
音
楽
と
は
本
来
世
界
を
調
律
し
て
い
る
秩
序
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
あ
り
、
こ
れ
は
陰
陽
五
行

説
と
関
わ
る
雅
楽
の
理
論
に
も
通
じ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
音
楽
の
乱
れ
は
世
の
乱
れ
に
つ
な
が
る
と
い
う
思
想
と
な

る
も
の
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
２
）
国
訳
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
に
よ
る
。

（
３
）
国
訳
漢
文
大
系
に
よ
る
。
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（
４
）
以
下
、
上
海
古
籍
出
版
社
本
に
よ
る
。
た
だ
し
表
記
を
改
め
て
い
る
。

（
５
）
日
本
古
典
全
集
に
よ
る
。

（
６
）
以
下
、
日
本
古
典
全
集
に
よ
る
。

（
７
）
岩
波
文
庫
に
よ
る
。

（
８
）
ち
く
ま
学
芸
文
庫
に
よ
る
。

（
９
）
以
下
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。

（
10
）
同
書
三
五
〇
頁

（
11
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。

（
11
）
日
本
歌
学
大
系
第
四
巻
（
風
間
書
房
）
に
よ
る
。

（
11
）「
亡
国
の
音　

─
承
久
の
乱
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
─
」「
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」
第
十
九
号
、
平
成
元
年
二
月

（
11
）『
逸
脱
の
日
本
中
世　

狂
気
・
倒
錯
・
魔
の
世
界
』
第
五
章
中
世
王
権
と
「
亡
国
の
音
」（
洋
泉
社
、
平
成
八
年
）

（
11
）
岩
佐
美
代
子
『
校
注　

文
机
談
』（
笠
間
書
院
）
に
よ
る
。

（
11
）
歌
論
歌
学
集
成
第
十
二
巻
（
三
弥
井
書
店
）
に
よ
る
。

（
17
）『
日
本
演
劇
史
』
九
七
二
頁
（
至
文
堂
、
昭
和
三
十
八
年
）

（
11
）
中
田
祝
夫
『
改
訂
新
版　

文
明
本
節
用
集　

研
究
並
び
に
索
引　

影
印
篇
』
古
辞
書
大
系
、
勉
誠
社
、
平
成
十
八
年

（
11
）
日
本
思
想
大
系
『
世
阿
弥
・
禅
竹
』
一
九
六
頁
頭
注
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
10
）
以
下
、
世
阿
弥
能
楽
論
の
引
用
は
、
右
書
に
よ
る
。

（
11
）『
世
阿
弥
新
考
』
世
阿
弥
私
注
・
ば
う
お
く
（
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
三
十
七
年
）
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（
11
）「
治
世
の
音
、
亡
国
の
音　

─
中
世
文
学
の
中
の
中
国
小
論
」「
文
学
・
語
学
」
一
八
五
、
平
成
元
年
六
月

（
11
）
日
本
歌
学
大
系
第
四
巻
（
風
間
書
房
）
に
よ
る
。

（
11
）「
平
安
朝
漢
文
学
の
基
層　

─
大
学
寮
紀
伝
道
と
漢
詩
人
た
ち
─
」「
ア
ジ
ア
遊
学
二
二
九
号
、
文
化
遺
産
と
し
て
の
日
本
漢
文
学
」

平
成
三
十
一
年
一
月

（
11
）
日
本
思
想
大
系
『
古
代
中
世
藝
術
論
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
11
）
以
下
、
増
補
史
料
大
成
に
よ
る
。

（
17
）
以
下
、
史
籍
纂
集
に
よ
る

（
11
）『
中
世
の
演
劇
と
文
芸
』「
太
平
記
の
芸
能
記
事
を
め
ぐ
っ
て
」（
新
典
社
、
平
成
十
九
年
）

（
11
）
大
日
本
古
文
書
に
よ
る
。

（
10
）
以
下
、
近
代
浪
漫
派
文
庫
『
与
謝
野
鉄
幹
／
与
謝
野
晶
子
』（
新
学
社
、
平
成
十
八
年
）
に
よ
る
。

（
11
）「
立
命
館
文
学
」
一
一
八
、
昭
和
三
十
年
三
月

（
11
）
漱
石
全
集
第
一
巻
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
11
）
守
能
断
腸
花
「
漱
石
先
生
と
運
座
」（
岩
波
文
庫
『
漱
石
追
憶
』）

（
11
）『
芸
能
の
人
類
学
』
九
～
十
頁
（
春
秋
社
、
平
成
元
年
）

（
11
）『
西
洋
音
楽
史　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
黄
昏
』
八
頁
（
中
公
新
書
、
平
成
十
七
年
）

　

本
稿
は
日
本
文
学
協
会
中
世
部
会
の
平
成
三
十
一
年
四
月
例
会
で
、
研
究
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
き
ま
す
。
こ
の
会
で
は
諸
先
生
方
に

種
々
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謝
意
を
表
し
ま
す
。




